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手引き
失敗に学ぶ
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☆ ３）ｂ  消費者の減少によって，日本経済は活力を失う／喪失することにな
る。
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　論文の基本的作法，特に各種記号の使い分け，引用のしかたや文献表の
作り方などについて詳しく述べられている。皮肉とウィットにも富んでお
り，読みものとしてもおもしろい。
８）国語辞典
　辞書類では，少なくとも国語辞典だけは手許に置いて使用する。
９）用字用語辞典
　漢字の選択や送りがななど表記について調べる際に便利である。
10）類語辞典
　言い換え，表現の多様化などのために重宝する。一例として，筆者は下
記を使用している。
　柴田武・山田進編．（2002）．類語大辞典．講談社．
11）中村明（2010）．日本語　語感の辞典．岩波書店．
　似たようなことばの微妙なニュアンスの違いについて詳しく説明されて
いる。いくつかの候補から最適な語・表現を選ぶ際に有用である。
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